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展覧会と回想法

篠田 謙一
国立科学博物館

筆者の勤務する国立科学博物館では，常設展
示のほかに年に 3回ほどの特別展を開催してい
る．これは常設展示では紹介できない分野や最
新の情報を届けるために開催されるものだが，実
際は来館者を常設展示へ導入するという意味も
あって，例えば恐竜や深海ものなど，広く一般
に関心を引くテーマが選ばれることが多い．そ
んな中で，2018年の秋から 2019年の春にかけ
て開催されたのは，「日本を変えた千の技術博」
という工学系の展覧会だった．
明治 150年を記念するという趣旨で開催が決

定されたもので，科学博物館には珍しい工学の
展覧会なので，最初から多くの来館者を期待し
てはいなかった．予想どおり人気の特別展の数
分の一の来館者しか集めることができなかった
が，この特別展は，通常はファミリー層が主体
となる中で，ほとんどの来館者が中高年の男性
という異色の展覧会となった．
展示を担当した理工研究部の担当者に聞くと，
感激して帰られた人も多かったようで，例えば
強震応答解析用アナログ計算機「SERAC」を学
生時代に使ったという来館者が，その実物を懐
かしそうに見ていた，という話も聞いた．筆者
自身が案内した高エネルギー加速器研究機構の
研究員は，HITAC5020の背面にある配線の束を
見て，当時の苦労を語ってくれた．
高齢の男性が数名で見学している姿も数多く
見かけたし，孫を連れて機器の説明をする人の
姿もあった．来館者の多くにとって，展覧会が
自分自身の歴史を振り返る機会となったようだ．
高齢者グループは見学後の飲み会で昔話に花を
咲かせただろうし，孫を連れた人は自分自身の
技術者としての経験を語ったのだろう．広く国
民のニーズに応えることが博物館の一つの使命

であることを考えれば，このような機会を提供
できたのは良かったと思う．
昔使っていたなじみ深い家庭用品などを見た

り，触れたりしながら，過去の経験や思い出を
語り合う心理療法を回想法という．人間の記憶
というのは面白いもので，年を取ってくると直
近の出来事は忘れてしまうのに，過去の記憶だ
けは保持されている．それは都合良く脚色され
ている場合もあるが，過去の出来事を思い出し
て言葉にしたり，相手の話を聞いて刺激を受け
たりすることで脳は活性化し，認知症の進行の
予防となるので，最近では回想法を治療に取り
入れている老人施設も多くなっている．博物館
もその役に立つ施設であることも注目されつつ
あるのだが，その場合に使われるのは，たいて
いの場合は昔の民具だったり，家庭の様子を再
現した展示が中心で，産業技術の発展史が注目
されることはなかった．そのような状況の中で
今回の特別展は，このような標本も回想法の素
材になることを示すことになった．
私たちが過去を知るときに目的とするのは，

現在を認識することであり，それは将来を見通
すことにつながっている．歴史を学ぶ目的を問
われたとき，このような前向きな話をすること
が多いのだが，個人の生活史の中での歴史には
また違った意味がある．今回の特別展は，特に
高齢化に向かっている社会の中で，歴史遺産を
どのように生かしていくか改めて考えさせられ
る機会となった．社会の変化の早さと長寿とい
う，いわば相反する現象が私たちの社会を大き
く変えている．その中で科学博物館が何を担っ
ていくべきなのか，改めて考える必要がある時
期になっているのだろう．
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【研究最前線 (PRMU)】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 1号（通巻 94号）

研究会改革としてのディスカッションセッションの試み

玉木 徹
広島大学

1. はじめに

ディスカッションセッションは PRMU研究会
の新しい取組みの一つで，研究会はアイデアを
議論する場であるという考え方に立った，議論
重視のセッションである．通常のセッションは
「発表者がそれぞれ発表+質疑をして終わる」と
いうスタイルで，議論が不完全燃焼で終わるこ
とも数多くあった．ディスカッションセッショ
ンは「全ての発表者が連続して発表を行った後，
残り時間で個別に並列してディスカッションす
る」というスタイルにすることで，聴講者が全
ての発表を俯瞰しつつ，個別の深い議論も可能
となることを目指している．
2. ある研究会の発表風景

発表者「· · · · · ·ということで発表を終わります」
座長「では何か質問はありませんか」
会場「 」
座長「質疑の時間は 10分ありますが · · · · · ·それ
ではまず私から．＊＊＊（当たり障りのない質
問）＊＊＊ですか？」
発表者「それについては＊＊＊（準備してきた
答え）＊＊＊と思います」
座長「あと9分ありますが，ほかにありませんか」
会場「 」
座長「· · · · · ·それではもう一つ私の方から．＊
＊＊（クリティカルな質問）＊＊＊ですか？」
発表者「· · · · · ·ええとそれは＊＊＊（トンチン
カンな回答）＊＊＊でしょうか？」
座長「いえだから＊＊＊（再度クリティカルな
質問）＊＊＊」
会場の一人「共同研究者です．それについては

＊＊＊（早口で的確な長い答え）＊＊＊＊」
座長「ありがとうございました．ほかに質問は
ありませんか · · · · · ·まだ質問時間は 6分残って
いますが · · · · · ·」
会場「 」
3. 研究会のあり方改革

PRMU研究会では「今後の研究会のあり方を
考える」と題して，2017年度に 2回にわたって
特別講演とパネルセッションという企画を研究
会で実施した ∗．その動機は企画の案内文にあ
るとおりである．

最新の研究成果は arXivで発表され，研
究のスピードが以前より加速していま
す．このような現状を踏まえ，従来の
スタイルで研究会を続けていくことが
良いのか，議論すべきタイミングとなっ
ております．そこで，PRMU研究会で
は今後の研究会の今後のあり方につい
て継続的に議論しています．

もちろん様々な方が様々な意見をお持ちであ
り，幹事団の中だけでも意見の隔たりが大きい
部分もある．しかしほぼ全員が一致している点
がある．それは「従来のスタイルの研究会のあ
り方」を変えた方が良い，ということである．
これを受けて，PRMU研究会では 2018年度

に様々な改革案を模索した．その一つが，ここ
に紹介するディスカッションセッションである．
4. 研究会での発表とは

PRMU研究会分野のトップカンファレンスで

∗講演スライドは PRMU 研究会のウェブサイト http://

www.ieice.org/˜prmu/jpn/ から見ることができる．
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ある CVPR や ICCV などではオーラル採択率
は 3%から 5%という狭き門であるにもかかわら
ず，口頭発表の時間は 12分+2分である．これ
と比較すると，研究会の口頭発表時間は通常は
25分+5分程度と，非常に長い．
長いこと自体は問題ではない．問題の動機か
ら解説し，手法の概要を十分説明し，結果につ
いて実りのある議論をするには 1件 30分では短
いこともある．しかし現状は，冒頭に紹介した
ような状況も多く，逆に質疑が活発になったと
しても 5分程度で終わってしまう．
これでは顧客満足度という観点からすると，
発表者にも聴講者にもメリットが少ない．この
問題を議論した際には「なぜ研究会に発表・聴
講に来ているのか」というそもそも論に立ち戻
り（もちろんそこでは相容れない色々な意見が
混沌としているが），次のような結論（若しくは
仮定）に至った．それは，発表者は意見をもら
いたい，聴講者は情報を手に入れたい，という
ものである．
対応策としては全てをポスターセッションに
するという案もあった．しかし，全ての会場で
パネルが用意できるとは限らない（高額なこと
もある），PRMU研究会は共催の回が多いので
単独でのポスターセッションを組みにくい，そ
してポスター数が多くなると聴講者数が相対的
に少なくなる，などの問題があった．
5. ディスカッションセッション

そこで，上記の問題を全てクリアする案とし
て，次のような 1セッション 90分のディスカッ
ションセッションが誕生した．
•発表者が質疑なしの発表を連続で行う（15分
×4件）

•残りの時間（30分）でポスターセッションの
ように並列で個別ディスカッションを行う
個別ディスカッションは，発表者のノートPC

を囲んで行ったり，発表スライドを印刷したも

図 1. ディスカッションセッションの様子

のやポスターなどを黒板などに貼って行う（机
の上に置くこともある）．
2018年 12月 PRMU研究会での様子を図 1に
示す．個別ディスカッションの開始時は，委員
や座長が積極的に発表者のところへ行って議論
を始めれば，あとはほかの聴衆も自然に参加し
て議論が進んでいる．
2018年度はディスカッションセッションを 6

回行う予定であるが，今のところは概ね好評で
ある．まずポスターセッションのように最初か
ら話を聞かなくても，すぐ議論に進める．また
発表直後なので記憶が新しく，色々な議論に発
展する．更に件数が少ないので，ポスターセッ
ションよりも密度が高い．議論に加わる聴衆の
多くは委員や座長ではない（つまりサクラでは
ない）ので，聴講者が積極的ならば満足度も上
がっている．また通常の発表スタイルならば何
の質問もないと想像される（私見である）よう
な発表でも，多数の聴講者が質問していること
が多く，したがって発表者の満足度も上がって
いると思われる．
6. おわりに

現在のディスカッションセッションは試行段
階であり，今後もより良い形式を模索していく
計画である．2018年度にディスカッションセッ
ションに御協力頂いた発表者の皆様並びに共催
研究会の方々に感謝します．
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NC研究会沖縄開催への御招待

吉本 潤一郎
奈良先端科学技術大学院大学

1. はじめに

ニューロコンピューティング研究専門委員会
（NC研）は，1989年に設立された．対象とする
研究分野は，その名が示すとおり，ニューロコ
ンピューティングの基礎理論から工学的応用を
中心に，統計的機械学習，最適化，脳神経科学，
認知科学，生体信号処理，ニューロインフォマ
ティクス，ブレインマシンインタフェースなど
多岐にわたっている．主な活動は年間 5から 7

回程度日本全国各地で開催している研究会であ
り，例年，研究発表件数は 100件を超え，参加
者数は約 400名に上る．特に，修士論文や博士
論文などで研究が煮詰まった時期と重なる東京
近郊での 3月開催は，今年も 40件を超える研
究発表がなされ，シンポジウム的な位置付けと
なっている．その大きな山場である 3月開催が
終わった直後に発表申込期間を迎えるにも関わ
らず，近年盛り上がりを見せているのが 6月に
沖縄地区で開催される研究会（NC沖縄）であ
る．本稿では，NC沖縄の歴史や近年の趣向に
ついて御紹介させて頂く．
2. NC沖縄の歴史

手元に設立当時の資料がないためNC沖縄の初
回開催がいつであったかは不明であるが，NC研
のホームページ (http://www.ieice.org/˜nc/jpn/)

によると，1995年には既に琉球大学で開催され
たという記録がある．当時幹事団として活躍さ
れていた倉田耕治先生が琉球大学に着任された
のをきっかけに，同先生が現地世話人となりNC

沖縄がスタートしたと伺っている．開催時期は，

梅雨明け直後で青い空とエメラルドグリーンの
海が最も映える時期でありながら，夏休み前で
宿泊施設の価格もまだ安いという理由から，6月
下旬になることが多い．
2005年までは主に琉球大学で開催されてきた

が，沖縄科学技術大学院大学 (Okinawa Institute

of Science and Technology; OIST) ∗ にセミナー
施設ができたのをきっかけに，2006年は OIST

での初開催となった．筆者は，当時 OISTで研
究員として勤めていたことに加えて，学生時代
からNC研では何度も発表させて頂いた御縁で，
この年から筆者が現地世話人を担当するように
なった．その後は，施設の空き状況に応じて，琉
球大学とOISTのいずれかで開催してきたが，学
生受入が始まり会議施設が充実した 2012年以降
は，ずっと OISTメインキャンパスで開催させ
て頂いている．
当初は NC研の単独開催としてスタートした
が，筆者が現地世話人となった 2006年に，筆者
の学生時代の恩師である石井信先生（京都大学）
からの提案をきっかけに，情報処理学会バイオ
情報学研究会（SIGBIO研）と合同で開催する
ようになった．この合同開催は現在も継続して
いるおり，2014年以降は情報論的学習理論と機
械学習研究会（IBISML研）及び情報処理学会
数理モデル化と問題解決研究会（MPS研）も加
わり，4研究会合同で開催している．2018年の

∗当時の正式な組織名は，OISTの前身である独立行政法
人沖縄科学技術研究基盤整備機構である．
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表 1. NC沖縄で招待講演頂いた講師リスト

開催年 講師

2008
石川 眞澄（九工大）
Upinder Bhalla（NCBS, India）

2009 Jonathan Miller（OIST）
2010 Erik De Schutter（OIST）
2011 北野 宏明（OIST）
2012 浅井 義之（OIST）
2013 川人 光男（ATR）
2014 五十嵐 潤（OIST）

2015

内部 英治（OIST）
福島 邦彦（ファジィシステム研）
貝淵 弘三 (名古屋大)

2016 平田 豊（中部大）
2017 銅谷 賢治（OIST）

2018

谷 淳（OIST）
内部 英治（ATR）
山崎 匡（電気通信大）

（誌面の都合上，敬称略．所属は当時のもの．）

記録によると，会期中の発表数は 50件を，参加
者数も 100名を超え，小さな学会の全国大会レ
ベルの規模にまで NC沖縄は発展してきた．
3. 合同研究会特別企画

2008年に，NC沖縄の会期が OISTで開催さ
れた沖縄計算神経科学コース (Okinawa Compu-

tational Neuroscience Course; OCNC)と重なっ
たことをきっかけに，OCNCの講師として来日
中の研究者や，OISTに縁がある研究者を中心
に招待講演をお願いするようになった．これま
での招待講師は表 1のとおりである．

2018年は，「脳科学・人工知能研究の実証ツー
ルとしてのロボット学習」と題し，ミニワーク
ショップ形式を試みた．まず，谷淳先生 (OIST)

に構成論的な脳型ロボット実験による認知メカ
ニズムの理解に関して，内部英治先生 (ATR)に
最新の強化学習理論とロボット学習への応用に
関して，山崎匡先生（電気通信大）に小脳の学
習理論とロボット実装に関して，御講演頂いた．

図 1. OISTの全景（画像提供：OIST/CC BY 2.0）

その後，上記 3名の招待講師と現地ホストの銅
谷賢治先生 (OIST)にパネリストになって頂き，
「ロボティクス分野におけるこの 10年のソフト
ウェア・ハードウェア技術の大きな発展は何だっ
たか？」，「シミュレーションで良いこと，ロボッ
トを用いなければできないことは何か？」など
のテーマについて熱い議論を交わして頂いた．
4. おわりに

2019 年も，6 月 17 日（月）から 19 日（水）
にかけて，OISTカンファレンスセンターでNC

研，IBISML研，SIGBIO研，MPS研の合同研
究会を開催することが決まっている．もともと
幅広い研究分野をカバーしている NC研究会に
加えて，4研究会合同ということもあり，情報科
学分野を専門としている方であれば，誰にとっ
ても興味を持てる話題があるだろう．それに加
えて，まるで博物館のような OISTのキャンパ
ス（図 1）を見学するだけでも大変刺激を受け
ると思う．読者の多くの皆様に NC沖縄に興味
を持って頂き，実際に足を運んで頂ければ，現
地世話人及び本稿の著者としてうれしい限りで
ある．
最後になるが，毎年のように心温かく NC沖

縄のホストを受け入れて頂いている OISTの銅
谷賢治先生並びにその研究室の秘書の皆様に感
謝申し上げて本稿を締めさせて頂く．
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IWAIT2019会議報告

高橋 桂太
名古屋大学

IWAIT (International Workshop on Advanced

Image Technology)は，アジア諸国を巡回しなが
ら毎年，開催されている画像工学の国際会議で
ある．アットホームな雰囲気で国際的な研究交
流ができる場として人気があり，毎年参加して
いるというリピータが多いことも特徴である．
第 22 回目となる今回は，2019 年 1 月 6～

9 日に，シンガポールの Nanyang Technologi-

cal Universityを会場として開催された．今年は，
IFMIA (International Forum on Medical Imag-

ing in Asia)との合同開催であり，7日から 8日
にかけて IFMIA，8日から 9日にかけて IWAIT

という直列形式のプログラム構成であった．本
稿では，以降，IWAITに絞って報告する．
基調講演は，大阪大学の長原一教授による

「Coded Computational Photography」及び，Al-

ibaba Group の Xiangfei Kong 博士による
「Context-Aware Feature Sequence based Person

Re-Identification with Cost Adjustable Convolu-

tion Neural Networks」であった．長原教授によ
る講演（図 1）では，撮像機構と計算機の組み
合わせによってカメラを再定義する興味深い枠
組みが扱われ，参加者の間で話題になっていた．
基調講演のほかにも 2件の招待講演があった．
一般講演は合計 162件で，そのうちの 8割程

度が日本からの投稿であった．発表はオーラル
セッションとポスターセッションに分かれて行わ
れた．発表者は学生が多く，和やかな雰囲気の
中にも，緊張感を持って発表に臨む姿が見られ
た．筆者に帯同した学生のうちの一人の発表の

図 1. 長原教授による基調講演

図 2. ポスター発表の様子

様子を図 2に示す．講演論文集は，後日，SPIE

Digital Libraryにて公開される予定である．
バンケットは 8日夜に行われた．会場からバス

でナイトサファリへ移動し，レストランでビュッ
フェ形式の夕食を取った後，各自で自由に園内
を散策したりショーを見たりして楽しんだ．
次回は 2020年 1月 8～10日にインドネシアの

Yogyakartaにて開催される予定である．アブス
トラクトの投稿期限は 2019年 8月 1日である．
会員の皆様の積極的な参加を期待する．
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2019年総合大会報告

小池 崇文
法政大学

3月 19日（火）～22日（金）に早稲田大学 西
早稲田キャンパスにて電子情報通信学会総合大
会が開催された．ISSでは以下の企画を実施した．

•ソサイエティ特別企画
�学生ポスターセッション
�パターン認識・メディア理解技術の他分
野への応用 ～AIの社会活用に向けて～

•シンポジウムセッション
�COMP学生シンポジウム

また，昨年から全ソサイエティ合同でWelcome

Party を開催しているが，本年は大会の懇親会
と合同で実施した．無料の懇親会とあって大盛
況であった．ISS もその準備，運営に参画して
いる．
特別企画の学生ポスターセッションでは 199

件の発表があり，2日間の開催期間中に延べ 300

名以上が参加した（図 1）．2日目の 20日には 79

件の優秀ポスター賞への応募発表に対して厳正
な審査がなされた．昨年に引き続き ISS 以外の
ソサイエティ，グループの正員にも審査を依頼
し発表分野の広がりに対応した．審査の結果 5

件（表 1）が選出され，ISS相澤清晴会長より賞
状と副賞が授与された（図 2）．受賞者の皆様に

表 1. 優秀ポスター賞発表題目と受賞者名

スマートカトラリーを用いた多種情報センシングによる体調異常管理システムの検討 堀 恵大（立命館大）
ミリ波サブミリ波多色連続波カメラに用いるオンチップ広帯域バンドパスフィルターの設計 陳 家偉（東大）
ノイズ注入による平均化を用いたラージバッチ学習の汎化性能改善手法の検討 長沼大樹（東工大）
質問型の定義厳格化に基づく CQAサイト質問文の自動分類法 鳥巣寿明（同志社大）
ドアの開閉動作を用いた Shapeletによる個人識別手法 橋田修一（広島市立大）

お祝い申し上げたい．今回のポスターセッショ
ン開催に際し，発表された学生の皆様，指導さ
れた先生方，参加者・審査員の皆様，早稲田大学
の先生方，並びに事務局の皆様に感謝致したい．

図 1. 学生ポスターセッションの様子

図 2. 優秀ポスター賞受賞者と関係者
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FIT2019が岡山で開催

谷口 秀夫
岡山大学

情報科学技術フォーラム (FIT: Forum on In-

formation Technology)は，次の経緯から開催さ
れています．電子情報通信学会並びに情報処理
学会の関係する学問/技術分野は急速に拡大して
おり，両学会が協力関係を発展させることは会
員のメリットともなり，学会の発展にも寄与す
るとの考えから，最も関係の深い電子情報通信
学会情報・システムソサエティ（以下，ISSと称
す）と情報処理学会とで話し合い，平成 13年 3

月 21日に包括的な協力関係を推進する旨の覚書
を両学会会長及び ISS会長の三者間で締結しま
した．上記覚書に基づき，「従来の大会の形式に
とらわれずに，新しい発表形式を導入し，タイ
ムリーな情報発信，議論・討論の活性化，他領域
研究者との交流等の実現」をコンセプトとして，
平成 14年 9月に第 1回の合同イベント「情報科
学技術フォーラム (FIT: Forum on Information

Technology)」を開催しています．
今回，第 18 回情報科学技術フォーラム

(FIT2019)を岡山で開催します．会期と会場は，
以下のとおりです．
・会期：2019年 9月 3日（火）～5日（木）
・会場：岡山大学津島キャンパスと後楽園
岡山大学の津島キャンパスは，岡山駅の約2 km

北にあり，総面積 639,621m2（東京ドーム約 13

個分）の広い平坦な敷地に，本部棟も含め，多
くの学部や大学院などの施設があります．また，
キャンパス内に，建築家ユニット「SANAA」（作
品として，ルーブル美術館別館や金沢 21世紀美
術館）が設計した「Junko Fukutake Terrace」（通
称 Jテラス）やバーゴラ（日陰をつくり，くつ

ろぎの場を創造する屋根．元はぶどう棚を指す
言葉）があります．更に，岡山の市街地にもか
かわらず，農場や馬場もキャンパス内にありま
す．今回のフォーラムでは，創立 50周年記念館
と一般教育棟を利用して開催します．
また，今回のFITでは，学外施設として，初日

（9月 3日）だけですが，後楽園内にある鶴鳴館
も利用します．イベント実施と共に意見交換会
（懇親会）を鶴鳴館で行います．御存知のように，
後楽園は，兼六園（金沢）や偕楽園（水戸）と共
に日本三名園の一つで，美しい庭園です．更に，
後楽園は，ミシュラン・グリーンガイド・ジャポ
ンで三つ星評価を頂いています．つまり，「わざ
わざ旅行する価値がある」と認められています．
また，岡山城が隣接しています．皆様，フォー
ラム参加の合間に訪れてはいかがでしょう．
プログラムとして，研究発表に加え，各賞の

表彰式や受賞記念講演，更に政府で IT・科学技
術政策を担当されている方の講演を企画中です．
また，研究会との連携も検討中です．
岡山市と倉敷市は隣接しており，JRで 15分
程度です．倉敷美観地区には，大原美術館をはじ
めとして様々な施設があります．また，瀬戸内海
の島々を開催地として，瀬戸内国際芸術祭が開
催されています．瀬戸内国際芸術祭は，瀬戸内海
の島々を舞台に開催される現代美術の国際芸術
祭であり，2010年から 3年ごとに開催（2013年
と 2016年）されており，今年は 4回目の芸術祭
となる瀬戸内国際芸術祭 2019が開催されます．
皆様に FIT2019へ御参加頂き，地方開催の魅
力を満喫して頂きたいと思います．
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人間と機械は友達になれるか

フェロー 伊藤 彰則
東北大学

2012年頃から第三次人工知能ブームが起こり，
その勢いはますます強まっている [1]．学会だけ
でなく一般メディアにおいても，人工知能・AI

という用語が頻繁に登場するようになった．そ
の技術分野は画像・音声・自然言語など多岐に
わたるが，その究極の到達点の一つは，知能を
持って人間のようにふるまう「ヒトのようなも
の」を作ることであろう．ここで，「ヒトのよう
なもの」には二つの考え方がある．一つは「人の
代わりに，知的能力を必要とする仕事をしてく
れるもの」という考え方である [2]．応用として
は，例えば画像や音楽の自動分類，音声の書き
起こし，病気の自動診断などがこれに当たるだ
ろう．これは従来からあるオートメーションを
知的作業に拡大するものであり，社会的にも大
きなインパクトを持つ研究分野である．もう一
つは，人にとって「ヒトのようなもの」，つまり
人間に似たインタラクションを提供するシステ
ムを開発するという考え方である．この方面で
の究極の目標は，擬似的な人間を作り出すこと
だと言ってよいだろう．応用的には人間相手の
受付やカウンセリングなどが考えられるが，前
者と比較して本当に「役に立つ」のかは怪しい．
にもかからわらず，研究対象としては大変魅力
的であり，チャットボット研究 [3]やロボットの
インタラクション研究 [4]をはじめとする膨大な
労力が注がれている．
筆者の専門は音声処理・認識・対話であり，そ
れを応用した外国語教育システムやマルチメディ
ア通信研究，音楽情報処理システム開発も行っ
ている．これらの技術の応用の一つは，人にとっ

て「ヒトのようなもの」を作ることである．音
声対話システムをベースとして，知的に見える
システムを作る試みは多い [5], [6]．筆者の研究
室でも，幾つかの音声対話システムを作ってい
る [7], [8]．実用的に考えれば，インタフェース
がどうしても音声対話でなければならない状況
は極めてまれである．我々はわざわざ「使いに
くくて，かつ実現が難しい」ものを作ろうとし
ているのだ．これはもう「ヒトのようなものを
作るのだ」という信念の結果としか言いようが
ない．
これらのシステムでは，単に人間の音声を認

識して音声で返事をするだけでなく，動きや表
情，微妙な韻律の制御などで「生きてる感」を演
出することが多い．人にとっての「ヒトらしさ」
というのは，こちらが話しかけた内容に的確な
答えを返すということよりも，いかに「ヒトっ
ぽいリアクション」を返すかによる部分の方が
多いような気がずっとしている（実用的には前
者の方が重要なわけだが）．人間はこういう部分
に非常に敏感なのだが，どういう原理で「ヒトっ
ぽさ」を感じているのかよく分からない．恐ら
く脳の非常に原始的な部分で行っている，「目の
前の物体は敵なのか味方なのか獲物なのか」「逃
げるべきか捕獲するべきか」のような判断に関
係しているのではないかと思う．
コミュニケーションを円滑にするために重要

だと個人的に思っているのが，「メタ認知」と「相
手のメタ認知状態の認知（メタメタ認知？）」で
ある．他人と社会的に付き合うときに，自分が
その相手のことを「理解できた」と思えるのは
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どういう場合だろうか．相手が何かを話したと
きに，話した内容を理解したということを「相
手を理解した」とは言わないであろう．「相手を
理解する」というのは，その相手がどういう場
合に何を考え，どう行動するのかを高い確率で
予測できるようになることを言うのだと思われ
る．そうすると，機械によるシステムが人間に
「理解してもらう」ためには，機械が今何を考え，
どう行動しようとしているのかを人間に分から
せる必要がある．そのためには，システム自身
が「目の前に人間がいることを認識している」
「人間の言うことを聞き取っている」「聞き取っ
た内容を理解した」「人間の言うことが妥当だと
思った」などの状態を適切に判断し（メタ認知），
それを表出してシステムの状態を人間に分から
せなければならない．更に，人間のメタ認知状
態をシステムが判別することも必要である．人
間のメタ認知状態の判別は簡単ではなく，問題
定義自体も難しいが，「ヒトのような」システム
を作るためには避けて通れない課題であると思
う．仮に世界がシステムにとって「人間に嫌わ
れたら生き残れない」ものであって，多数のシ
ステムが生存競争をしたとしたら，相手のメタ
認知状態に敏感に反応する（顔色を伺う）シス
テムが生き残るのではないだろうか．
現在も，人間（特に子供や高齢者など）の相
手をするシステムがたくさん開発されている [9]．
どのくらい先か分からないが，いずれ機械によ
るシステムが「ヒトのようなもの」として全て
の人間と共存する世の中がきっとやってくるだ
ろう．その日のために，「人間の友達になるため
に，機械はどうでなければならないか」につい
て考えていきたいと思っている．
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ディペンダブルということ

フェロー 金川 信康
日立製作所

1. はじめに
このたび電子情報通信学会よりフェロー称号
を頂き，身に余る光栄と感じると共に，今まで
お世話になった学会のために今後も微力ながら
全力でお役に立たなければと身が引き締まる思
いである．現在まで温かい目で見守って頂いた
方々，応援して下さった方々に心より感謝する．
また現在まで活躍の場を与えて下さった本学会
ディペンダブルコンピューティング (DC)研究
専門委員会へは感謝の気持ちでいっぱいである．
2.「ディペンダブル」とは
さてこの「ディペンダブル」という言葉であ
るが，フォールトトレランス技術の扱う Relia-

bilityという意味が多岐にわたってきたため，単
にReliable（信頼度が高い，故障確率が低い）と
いう意味だけでなく，可用性，安全性，ロバス
ト性，更にはセキュリティなどの概念までを含
む非常に広い意味での「信頼性」を指す用語と
して，1985年に Jean Claude Laprieが提唱した
ものである [1]．これを受けて今日までに各方面
で Dependability，Dependable という言葉が使
われてきている．
当学会でも例に漏れず，フォールトトレラント
システム (FTS)研究専門委員会も 2002年 4月よ
りディペンダブルコンピューティング (DC)研究
専門委員会に名称を変更して現在に至っている．
これより以前の 1980年に発足した IFIP (Inter-

national Federation for Information Processing)

のWG. 10.4は当初Working Group on Reliable

Computing and Fault Toleranceという名称であ
ったが，1990年代にWorking Group on Depend-

able Computing and Fault Toleranceという名称

に改められ，同WGにより 1989年より開催され
てきた高信頼化技術に関する国際会議は Interna-

tional Working Conference on Dependable Com-

puting for Critical Applications (DCCA)と名付
けられていた．一方これよりも前の 1970年から
IEEEにより開催されてきた国際学会の方は In-

ternational Symposium on Fault-Tolerant Com-

puting (FTCS)という名称であったが，2000年以
降は先のDCCAと合併して，International Con-
ference on Dependable Systems and Networks

(DSN)となり現在に至っている．
ReliableとDependableの違いについてのたと
え話として，お酒を飲んでも酔いつぶれない人が
Reliable，自分が酔いつぶれないだけでなくほか
の人の介抱までする人がDependableということ
を聞いたことがある．以上は極めて卑近な例で
恐縮であるが，ハリウッド映画のようなもう少
し高尚なたとえでは超人的なスーパーヒーロー，
更に高尚な聖書のたとえでは「善きサマリア人」
こそがDependableといえ，DC研究専門委員会
とは正義の味方のスーパーヒーローのようにイ
ザというときに人類の役に立つコンピュータを
実現する研究専門委員会ということになる．
以上述べたように，Dependability は非常に

広い概念を含む言葉であるが，それゆえに使う
人や組織によっても微妙に定義が異なるようで
ある．IEC (International Electrotechnical Com-

mission) TC56 (Dependability)では IEC 60050-

191，192 Ed.1によれば信頼性，アベイラビリ
ティに加えて保全性等を含む概念としており，
IFIP WG.10.4や IEC TC65 (Industrial-process

measurement, control and automation)では信頼
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性，アベイラビリティに加えてセキュリティを
含む概念としている [2]．
3. 我が国におけるDependability

我が国ではDependabilityに関連する国家プロ
ジェクトが過去二つもあり [3], [4]，Dependabil-

ityという言葉が普及している数少ない国である．
因みに米国ではResilience，欧州ではRobustness

という言葉の方が普及しているようである．
また我が国では IEC 60050-191に基づき改定
された JIS Z 8115:2000「ディペンダビリティ（信
頼性）用語」が，IEC 60050-192 Ed.1への改定
に伴い「ディペンダビリティ（総合信頼性）用
語」と再び改定される予定で，ここではタイト
ルにも示されるように「ディペンダビリティ」の
訳語として「総合信頼性」という用語が使われ
ている．
なお私見であるが，英語圏では定量的尺度で
ある「信頼度」という用語も定性的性質である
「信頼性」という用語も同じ Reliability という
用語を用いていたから，より広い概念を表すた
めに Dependability という用語を新たに使用す
る必要が出たのではないかと思う．日本語では
元々両者を使い分けており，「信頼性」には英語
で言う Dependability という意味が既に込めら
れていたのではないかと思う．だからこそ，我
が国では Dependability という言葉が最も普及
しているのではないだろうか．
4. Jean Claude Laprie博士を偲んで
Dependability の概念を提唱した Jean Claude

Laprie博士は 2010年 10月に御永眠された．博
士の業績の数々を心に刻むと共に，心から御冥
福をお祈りする．かつて FTCSのプログラム委
員会の後に大雪で空港が閉鎖され，足止めされ
たときに “Another holiday?”というユーモアあ
ふれる博士の言葉が皆を和ませたことが強く印
象に残っている．それ以来，大雪により空港で
足止めされるたびに博士のことを思い出す．最
近は昨年 2月に Storm Emmaによりアイルラン

ドのダブリン空港であった．
IFIP WG.10.4 では彼の業績と名誉に因んで

Jean Claude Laprie Award [5]を制定し，ディペ
ンダブルコンピューティングに関する理論や実
務に貢献した出版後 10 年を経た優れた論文を
2012年より毎年表彰している．
5. おわりに
以上，日頃からお世話になっている本学会DC

研究専門委員会の名前の由来となっている De-

pendability，Dependableという言葉について紹
介させて頂いた．改めて今後とも当研究専門委
員会をよろしくお願いする次第である．ついでな
がら Reliabilityに関連して，日本信頼性学会も
よろしくお願いできれば望外の喜びである．毎
年 12月の研究会 (WWS: Winter Workshop on

Safety —安全性に関する冬のワークショップ—)

を DC研究専門委員会と共催しているほか，信
頼性研究会を信頼性 (R)研究専門委員会と共催
しているので，これらの研究会に御参加頂けれ
ば幸いである．なお研究会名のWWSの名付け
親は筆者とされているようであるが，ここには
Winter Workshop with Seafoodというもう一つ
の意味も込められている．
最後に，筆者自身もディペンダブルになれる

ように心がけたいと思っており，そのためによ
り一層の御指導御鞭撻を賜れれば幸いである．
参考文献
[1] J.C. Laprie, “Dependable computing and fault

tolerance: concepts and terminology,” Proc. 15th

IEEE Int. Symp. on Fault-Tolerant Computing,

FTCS-15, pp.2–11, Ann Arber, MI., June 1985.

[2] About IFIP Working Group 10.4, https://www.

dependability.org/wg10.4/

[3] 独立行政法人科学技術振興機構 実用化を目指した
組込みシステム用ディペンダブル・オペレーティング
システム，http://www.jst.go.jp/crest/crest-os/

[4] ディペンダブル VLSIシステムの基盤技術（研究
総括 浅井彰二郎），http://www.dvlsi.jst.go.jp/

[5] The Jean-Claude Laprie Award, http://jclaprie-

award.dependability.org/
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パターン認識に学ぶ

フェロー 大町 真一郎
東北大学

大規模データとニューラルネットワークによ
る機械学習により，画像認識の技術は飛躍的に
向上した．ソースコードも公開されるようにな
り，大量にデータを収集して学習させれば比較
的容易に高精度な認識が可能になる．筆者は長
年パターン認識の研究に携わってきたが，パター
ン認識研究の世界はこの 10年ですっかり様変わ
りした．認識技術の発展を喜ぶと共に，今後進
むべき方向を真剣に考える時期に来ていると思
われる．
筆者は大学 4年生のときにパターン認識の研
究室に配属になり，文字認識に取り組むことに
なった．当時はデジタルカメラどころかイメージ
スキャナもなく，既存のデータを大型の磁気テー
プから読み込んで PDP-11と呼ばれる 16ビット
ミニコンピュータで処理していた．また，文字
の特徴抽出のためには特注の専用ハードウェア
が準備されていた．文字画像データが 400個の
数字という高次元ベクトルに変換され，出力さ
れる．そういう環境なので，データは貴重で，限
られた少数のサンプルデータを使ってできるこ
とをするしかなかった．こうして，統計的パター
ン認識，特に少数サンプル問題と呼ばれる問題
に興味を持つようになる．
統計的パターン認識における少数サンプル問
題で有名な S. Raudysは，統計的識別器とニュー
ラルネットワークによる学習に関する論文を発
表している [1]．20年以上前の論文であり，現代
の機械学習とは相容れないことを承知で紹介し
たい．彼は，単純パーセプトロンが，学習のさ
せ方によって異なる 7種類のよく知られた統計
的識別器となり得ることを理論的及び実験的に
示した．特に学習が進むにつれて識別器が変化
していく様子は面白い．

重みが 0の状態から始めると，単純パーセプ
トロンはまずユークリッド距離識別器となる．
すなわち，カテゴリーごとに特徴の重心を求め，
どのカテゴリーの重心とのユークリッド距離が
近いかで識別を行う．その後学習が進むにつれ，
正則化線形判別器を経て，フィッシャー線形判
別器となって一旦落ち着く．フィッシャー線形判
別器は，特徴の分布形状を考慮し，特徴をどの
軸に射影すれば最もよくカテゴリーを分離でき
るかを求め，その軸への射影を基に識別を行う．
正則化線形判別器は両者の中間的なものと考え
られる．すなわち，最初は表面的な基準を基に
識別を行うが，学習が進むにつれて精度の高い
基準へと移行していく．予想できる結果と思わ
れるかもしれないが，これを理論的に示したこ
とは興味深い．
なお，これは単なるパターン認識の問題に留

まらず，我々の周りのより一般的な状況を示唆
しているようにも思える．例えば，何か実現し
たいことがあるとする．似たようなことを提案
している手法が幾つかあり，ソースコードが公
開されているとする．単純に，実現したいこと
と最も似ている手法を選び，そのソースコード
を活用するというのは妥当な選択であろう．こ
れがいわばユークリッド距離による判断である．
しかし，実際には使えるデータの量や性質，計
算機のハード的・ソフト的な環境，プログラミン
グ言語，予算など様々な要因により，何が最適
かは変わってくる．これらの要素を総合的に考
えて最適な選択をするのがいわばフィッシャー
線形判別である．
もう一つ注目すべき点は，学習の過程で正則

化線形判別器を経ている点である．正則化はパ
ターン認識にとって有効な手段である．特に扱
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うベクトルが高次元で使用できるサンプルが少
ない場合には，前述の分布形状を正しく推定す
ることが困難であるため，式の上できっちり求
めるよりも少しぼかしておいた方がよいという
ことを表している．余談であるが，高次元特徴
空間で起こるこのような直観に反する現象は次
元の呪いと呼ばれ，少数サンプル問題の研究者
を時に悩ませ，時に魅了してきたものである．学
習の過程で正則化を経るということは，最終到
達点よりもその途中の方が汎用的で精度が高い
可能性があるということである．これも，先程
述べた一般的な状況につながるのではないだろ
うか．完成してしまった研究よりも，粗削りで
発展性のある研究の方が面白い．高次元，すな
わち扱う対象が複雑であればあるほど，その傾
向は強いのではないか．
単純パーセプトロンの学習のプロセスに話を
戻そう．フィッシャー線形判別器となって一旦
落ち着いた学習は，学習係数を変えることで再
び動き出し，最小経験誤差識別器へと変化する．
そして，経験誤差（学習データの識別誤り）が
0のときには最終的に最大マージン識別器に到
達する．実は，重みが小さいうちは活性化関数
が線形関数として働いていたのに対し，重みが
大きくなると活性化関数の非線形性が現れてく
るのでこのような変化が起きる．人間も若いう
ちはまっすぐだが，年を重ねると物事を曲解す
るようになるということか，あるいは多様な意
見をうまくまとめられるようになるということ
か．ともかく，経験誤差を最小化するので，学習
データに対する性能は良くなるが一般的には汎
用性が低くなる．まとめると，重心にのみ着目
したユークリッド距離識別器に始まり，全体の
分布形状を考慮したフィッシャー線形判別器を経
て，最終的にはカテゴリー間の境界付近のデー
タにのみ着目した最大マージン識別器になる．
ここまでで 5種類の識別器が登場した．残り
の二つは，次元数よりもサンプルが少ないとき
に生じる擬似逆行列を用いたフィッシャー線形
判別器と，教師信号を変えることにより生じる
一般化されたフィッシャー識別器である．そし

て，どの識別器が最適であるかは，学習に利用
できるサンプルの数と問題の複雑さによって決
まると述べられている．
これまでにも何度か触れたように，この論文

を通して学ぶべきことが幾つかあると考える．
まず，プロセスが重要という点である．機械学
習では所望の結果が得られるように目的関数を
設定し，収束させることが重要であることは間
違いないが，これまで見てきたようにより汎用
性の高い識別器が学習の途中に得られる可能性
がある．我々は何か具体的な目標を掲げ，目に
見える成果を求めがちであるが，途中の過程で
得られた成果が実は汎用性の高い優れた成果で
ある可能性もある．学習方法を変えると別の識
別器になるように，別分野で新たなブレイクス
ルーを生み出す可能性を秘めているかもしれな
い．また，問題を分解・簡素化して解析可能にす
ることも重要である．多層のニューラルネット
ワークはよくブラックボックスと言われ，中身
を解析するのは困難であるが，少なくとも単純
パーセプトロンまで落とし込んで条件を整えて
やれば解析が可能である．もちろん巨視的挙動
と微視的挙動は異なるものであるが，このよう
な解析から見えてくるものもあろう．更に，何
が最適かは状況によって変わるという点も重要
である．そのこと自体は当然ではあるが，サン
プル数と識別器，問題の複雑さと識別器の関係
が理解できていれば，どのアプローチで最適な
識別器が得られるかは自ずと分かってくる．一
般的にも，数学的な解析と様々な経験により本
質を見極めることができれば，多くの問題に対
してより適切な解法を見いだせるようになろう．
以上，パターン認識的な視点からメッセージを

述べさせて頂いた．機械学習技術の解説を目的
としたものではないため，正確でない表現や私
見が散見される点は御容赦頂ければ幸いである．
参考文献
[1] S. Raudys, “Evolution and generalization of a

single neurone: I. Single-layer perceptron as

seven statistical classifiers,” Neural Networks,

vol.11, no.2, pp.283–296, March 1998.
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Taxonomistという仕事について

竹内 康介
Rakuten USA

筆者は，現在，Rakuten USAで Taxonomist

というポジションで働いている．Taxonomistを
日本語に訳すと「分類学者」であり，本来は生
物学上の分類を行う学者を指す言葉であるのだ
が，筆者の仕事の内容を簡単に説明すると，楽
天が取り扱う商品の分類や，それに紐づく属性
の設計をしている．勤務地は，アメリカのシアト
ルで，世界各国の楽天グループ内のクロスボー
ダートレード（CBT. 異国間での売買）が本格
化するまでは，日本の楽天市場が取り扱う商品
の分類・定義などを主に行っている．
Taxonomistというポジションを楽天グループ

内で与えられているのは，筆者一人で，「Tax-

onomistとして働いている」と自己紹介をして
も，その仕事の内容を理解してもらえたことは
一度もない．Taxという言葉に引きずられて税
金関係の仕事と勘違いされることが多い．他社
の Taxonomistに話を聞くと，Taxidermist（剥
製師）に勘違いされることも多いそうである．そ
ういう世間一般では知られていない仕事ではあ
るものの，Eコマース企業や図書館で働く Tax-

onomistは世界中に存在し，彼らが集まる国際的
なカンファレンスも年に二回，イギリスのロンド
ンとアメリカのワシントンDCで開かれている．
次に筆者の経歴を簡単に述べる．元々は，言

語学を New York Universityの大学院で学ぶ学
生だったのだが，2001年に同校の計算機科学部
の関根聡 研究准教授から，研究の手伝いをしな
いかと誘いを受けた．最初は，日本語の文章に
タグを付けるような仕事だったのだが，その後，
情報抽出用の固有表現の分類表を拡張・改訂する
のが主に仕事になった．当時は，正直，この仕事
が日の目を見ることがあるのか半信半疑だった
のだが，2019年現在でも，理化学研究所でこの

分類表を基にした研究が行われているので，嬉
しい限りである．
その後，2010年に関根氏が，楽天技術研究所
ニューヨーク所長に就任し，それに伴い，契約社
員として，Rakuten USAのニューヨークオフィ
スで働く機会を得た．当時の主なプロジェクト
は，二つ．共にPOC（概念実証）レベルの話だっ
たが，それ以前に固有表現の分類を行っていた
筆者には非常に興味深いプロジェクトだった．一
つは，世界各国の楽天グループ内のCBTを実現
するには，異国間の商品カテゴリのマッピング
が必要であり，どういうフォーマットを用意すれ
ばいいかというもので，もう一つは，商品の自
動分類を楽天市場で実現するには，どういう商
品カテゴリ構造を用意すればいいかというもの
だった．前者では，楽天グループがサービスを提
供している各国の商品カテゴリ構造をチェックす
るのが主な仕事だったのだが，「古い証券（コレ
クションアイテム）」や「戦車に乗るツアー」と
いった全く想定外の商品カテゴリも存在し，「所
変われば品変わる」を実感することができた．
後者のプロジェクトでは，当時 4万以上あった
楽天市場の商品カテゴリを全て見ることとなっ
た．店舗が楽天市場に商品を登録する際，「末端
カテゴリにしか商品を登録できない．かつ登録
ジャンルは一つのみ」という制約を守らないと
いけないのだが，その制約を守ると，登録最適カ
テゴリが複数存在するという状態になっていた．
例えば，「カジュアルシューズ」「コンフォート
シューズ」「ウォーキングシューズ」といった商
品カテゴリが姉妹の関係として設計されており，
そういう構造だと “カジュアル”な “ウォーキン
グ”用の “コンフォート”シューズの最適カテゴ
リを一つに絞ることができないのである．シス
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テムは，上記の制約があるという前提で，商品を
自動分類しようとするのだが，実際はそういう
構造のせいで同一の商品が複数のカテゴリに登
録されているため，システムの精度が上がらな
い．それを改善するためにはどういうカテゴリ
構造であるべきかということを日々考えていた．
その後，筆者の恩師ともいうべき関根氏が楽
天を退職した後も，ニューヨークオフィスで変
わりなく働いていたのだが，2016年にシアトル
オフィスで働く機会を得，それを機に正社員と
なりシアトルへ移住することになった．シアト
ルオフィスは，2019年 1月時点で社員 35人と
いうこぢんまりとしたオフィスではあるが，彼
らの出身国は，オーストラリア，中国，インド，
エジプトなど 9か国に及び，非常に国際色豊か
な職場である．街自体も，Amazon, Microsoft,

Starbucks, Costco, Expedia, Nintendo of Amer-

icaといった大企業の本社がシアトルエリアには
数多くあるので，かなり活気付いている印象を
受ける．ニューヨークには 17年間住み，今でも
大好きな街なのだが，東京までの移動時間が短
くなったこと，東京メンバーとのミーティング
の時間調整が楽になったこと，ニューヨークの
厳しい冬を経験せずに済むようになったことを
考えると，シアトルに移住をして良かったと考
えている．移住を認めてくれた妻には感謝の気
持ちでいっぱいである．
シアトルオフィスへの異動から，Rakuten Cat-

alog Platform (RCP)という商品データのプラッ
トフォームを整備する部署に所属することになっ
た．RCPの使命は，商品情報をより豊富に，か
つ正確に記述できるプラットフォームを用意す
ることであり，それが実現できれば，購買者の
商品検索や，店舗の販売戦略策定に大きく貢献
できると考えている．そして，筆者のポジション
が Taxonomistとなり，それまで POCレベルで
済んでいた仕事を，実際に実行することになっ
た．商品を分類するには，商品カテゴリや属性
を設計する必要があり，更には，その定義が当
然ながら必要になる．ある商品に対する共通認

識が世間一般で全くぶれがないのであれば，定
義はそう難しくないのだが，実際は，広義では
こう解釈されるが，狭義ではそう解釈されると
いう商品が数多く存在する．興味深い例を挙げ
ると，日本人に非常に馴染みのある食品である
「豆腐」の定義が最近まで業界内で存在していな
かった．ようやくまとまりつつある定義による
と，大豆の成分が 10%以上で，凝固剤と水のみ
を使用したものが「豆腐」であり，その基準を
満たしていないものは「豆腐」として販売して
はいけなくなるようである．似たような問題は，
楽天市場の商品の定義を決定する際にも絶えず
起こり，最近あった例では「ダウンジャケット」
がある．ダウン（羽毛）が入っていない物を「ダ
ウンジャケット」として扱っていいのかどうか決
める必要があったのである．議論の結果，ダウ
ンが入っていない物も「ダウンジャケット」とし
て扱うことにした．理由は，何%以上のダウン
があればダウンジャケットと呼んでいいのかと
いう業界内での定義がなく，こちらでそういう
数値を設定することは不可能だと考えたからで
ある．「ダウンジャケット」という名称を，膨らん
だジャケットという意味の「パッファージャケッ
ト (Puffer Jacket)」に変更することも考えたが，
ダウンジャケットと比べると日本人に馴染みが
ない表現のため採用を断念した．ただ，ダウン
の含有率を気にする購買者がいるのは当然のこ
となので，商品検索の項目（商品属性）に「ダ
ウンの含有率」というものを用意し，そこで絞
り込みを行える仕様にした．日々こういう議論
を行っているが，筆者自身が買い物好きのせい
もあり，そういう議論は全く苦にならず，むし
ろ楽しんでいる．渡米前は，こういう仕事をす
るとは全く想像していなかったが，住んでみた
かったシアトルで，楽しみながら仕事をしている
という今の環境は非常に恵まれていると感じる．
最後に，Taxonomistという世間には馴染みの

ない筆者の仕事について執筆する機会を与えて
くれた東京大学の坂地泰紀 特任講師に御礼申し
上げる．
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情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 1号（通巻 94号） 【コラム】
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【こんなところで研究会】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 1号（通巻 94号）
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情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 1号（通巻 94号） 【ISS組織図など】

平成 30年度 情報・システムソサイエティ組織図および運営委員会構成（敬称略）
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【編集委員会名薄】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 1号（通巻 94号）

編集後記 ▼初めて担当しましたが，編集キット，前号メーリングリストへの参加など様々なサポートで無
事発行することができました．御協力頂いた皆様に厚く御礼申し上げます．（主担当 上原）▼ 4月 1日，新
しい元号「令和」が発表されました．会員それぞれが未来に希望をもって咲き誇る信学会にお慶び申し上げ
ます．令和最初のソサイエティ誌の大変興味深い原稿を，誰より早く目にする編集の機会に恵まれて幸運で
した．ありがとうございました．（副担当 橘）
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